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１． 緒言 

現在，日本では子供の体力低下が著しく，大

きな問題となっている．これを解消するには指

導者の指導力の充実が有効な手段であると考

える．できない生徒に対して運動感覚を体得さ

せるために，違う種目から共通する運動感覚を

提示し，体得させる方法はないかと考えた．

様々な種目から運動感覚を提示し，できる，で

きないの差を少なくする．そして，できる運動

の楽しさ，やりがいなどが理解できることで，

生涯にわたって運動に取り組む姿勢を構築で

きるのでないだろうか．これを現場に還元する

ことを目的とする．本研究では、剣道とバスケ

ットのディフェンスに共通している動き，テニ

スのサーブと野球のピッチングの共通してい

る動きを自分自身の感覚に置き換えることで，

明確にし，文字に置き換える． 
 

２． 研究方法 

始めにそれぞれの運動の正しい，効率的な動

き方を文献等で調べて理解し，それぞれの運動

を実践する．その際，行う前と行った後の感じ

を明確に記し，違いを発見すると共に，自分が

コツやカンだと思ったことも追記する．そうし

た動きを行っていき，その中で自分が似ている

感じや，共通する動きを発見していく．研対象

者は，筆者自身を対象とする．今回，本研究で

取り上げる動きを言語化することで，文献に記

載されている指導内容だけでなく，筆者独自の

指導が可能になると考える． 
 

３． 考察 

剣道とバスケットのディフェンスについて

共通する運動感覚について書いていく．まず説

明したいのがナンバ走りである．剣道を経験し

ている人がバスケットのディフェンスの動き

に違和感を覚えないのはこのためであり，また

逆も同様だと考える．次は間合いの把握である．

相手との距離を的確に判断し，全体像の把握か

ら相手の動きを読むことは共通している感覚

ではないだろうか． 
次は，テニスのサーブと野球のピッチングに

おける共通する運動感覚について書いていき

たい．１つ目は，身体の回転である．そして、

体の骨盤を動かすことが技術として必要にな

る．２つ目は，利き腕とは反対の腕の使い方で

ある．利き腕と強調させることが必要になる．

3 つ目は，力の伝達部分についてである．どち

らも下半身から運動がスタートすることを理

解したい． 
   

４． 結論 

本研究では，剣道の動きとバスケットのディ

フェンスの動き，テニスのサーブの動きと野球

のピッチングの動きというのはそれぞれに共

通した運動感覚が導き出された．結論としては

こうした共通する運動感覚を明確にすること

で，他の種目に対してもコツやカンについて早

い上達がみられると考えられる．一度体験し，

「動き方」が身についているというのはこのこ

とからも他の種目に対しての適応力が違うの

がわかる． 
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